
単位：億円

項 　 目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益

当第３四半期①
４，７６６

３２８ ３０６ １８０
（５，３８６）

前 年 同 期② ４，３８９ １３８ １０５ ８９

差異①－②
３７６

１９０ ２００ ９１
（９９６）

増 　減　 率
－

１３７．５％ １８９．６％ １０１．７％
（２２．７％）

（売上高） 単位：億円

セグメント 当第３四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率

化学
２，４７６

１，７９７
６７９ －

（２，５４８） （７５１） （４１．８％）

建設資材
１，６１４

２，１２３
△５０９ －

（２，１９０） （６６） （３．１％）

機械
７０７

５４５
１６２ －

（６７９） （１３４） （２４．７％）

その他
２４

２３
１ －

（２４） （１） （７．１％）

調整額
△５７

△１００
４２ －

（△５７） （４２） －

合計
４，７６６

４，３８９
３７６ －

（５，３８６） （９９６） （２２．７％）

（営業利益） 単位：億円

セグメント 当第３四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率

化学 ２６０ １５ ２４４ －

建設資材 ３５ １１０ △７５ △６８．２％

機械 ３２ １０ ２１ ２００．８％

その他 ３ ３ ０ １９．４％

調整額 △２ △１ △０ －

合計 ３２８ １３８ １９０ １３７．５％

１．当四半期決算の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間においては、売上高は、収益認識会計基準等を適用した影響はあるもの

の、化学セグメントを中心に新型コロナウイルスによる需要減退からの回復を受けて、ナイロン・

合成ゴムなど自動車関連製品の販売数量が増加し、ナイロン・ラクタム・合成ゴムなどの販売価格

も上昇した影響が大きく、増収となりました。

営業利益、経常利益は、建設資材セグメントにおける石炭価格上昇の影響等はあるものの、化学

セグメントを中心とした販売数量増加およびナイロン・ラクタム・合成ゴムの販売価格上昇の影響

が大きく、増益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期にあった電解液事

業分割による特別利益がなくなったこと等があるものの経常利益増加の影響が大きく、増益となり

ました。

この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。

（２）セグメント別の説明

（注）括弧内の数字は「収益認識に関する会計基準」等の影響を考慮しない場合の参考値です。

調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費等）

及びセグメント間取引消去額の合計額です。
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化学 … 増収増益

■ナイロン・ファイン事業

ラクタム事業は、繊維向け需要等が堅調に推移する中で、ベンゼンなど原料市況の上昇等により

販売価格が上昇したことから、増収となりました。

ナイロン事業は、ラクタム市況上昇等による販売価格の上昇に加え、自動車向け需要の回復等も

あり販売数量も増加したことから、増収となりました。

工業薬品事業は、アンモニア工場で隔年の定期修理がなく、生産量・出荷量ともに増加したこと

に加え、販売価格も上昇したことから、増収となりました。

ファイン事業は、自動車関連製品を中心に販売数量が堅調に推移したことから、増収となりまし

た。

ナイロン・ファイン事業全体としては、需要の回復による販売数量の増加および原料市況の上昇

等による販売価格の上昇に加え、アンモニア工場で隔年の定期修理がなかったことから、増収増

益となりました。

■合成ゴム事業は、タイヤ用途を中心に出荷が堅調に推移したことに加え、ブタジエン市況の上昇

等により製品価格が上昇したことから、増収増益となりました。

■機能品事業

電池材料事業は、自動車向けの需要回復によりセパレータの販売数量が増加したものの、電解液

事業が昨年度下期より連結対象から外れた影響が大きく、減収となりました。

ポリイミド事業は、ディスプレイ向けＣＯＦフィルムの販売数量が増加し、また有機ＥＬパネル

向けワニスの需要も堅調に推移したことから、増収となりました。

機能品事業全体としては、電解液事業が連結対象から外れた影響があるものの、ポリイミドに加

えて分離膜、セラミックスなど総じて需要が堅調に推移したことから、増収増益となりました。

■医薬事業は、ロイヤリティ収入は堅調に推移しましたが、自社医薬品の販売伸び悩み等もあり、

増収減益となりました。

■化学セグメント全体としては、新型コロナウイルスの影響からの回復による販売数量の増加およ

び販売価格の上昇、並びにアンモニア工場の隔年の定期修理がなかったことから、増収増益とな

りました。

建設資材 … 減収減益

■セメント・生コン事業は、震災復興工事の落ち着きや新幹線延伸工事の反動減の影響の他、大雨

等の天候の影響もあり出荷が減少したことに加え、収益認識会計基準等の適用が販売子会社を中

心に大きく影響したこともあり、減収となりました。

■カルシア・マグネシア事業は、鉄鋼向けの生石灰および鉄鋼・電力向けマグネシアなどの需要回

復により販売数量が増加したことから、増収となりました。

■エネルギー事業は、ＩＰＰ発電所の隔年の定期修理実施に伴い売電量が減少したものの、石炭市

況の高騰により石炭の販売価格が上昇したことから、増収となりました。

■建設資材セグメント全体としては、収益認識会計基準等の適用に加え、ＩＰＰ発電所の隔年の定

期修理および石炭価格上昇によるコスト増等の影響により、減収減益となりました。

機械 … 増収増益

■成形機事業は、自動車産業向けの需要回復に地域差があるものの中国・北米市場向けの販売が堅

調に推移したことから、増収となりました。

■産機事業は、電力会社向け運搬機等の販売堅調により、増収となりました。

■製鋼事業は、原材料価格上昇等により販売価格が上昇したことに加え、販売が堅調に推移したこ

とから、増収となりました。

■機械セグメント全体としては、成形機・産機の販売堅調および製鋼の販売価格上昇の影響が大き

く、増収増益となりました。

その他 … 増収増益
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